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１
．
条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

柏
崎
市
は
新
潟
県
の
中
越
地
区
に
位
置
し
、
日
本

海
に
面
し
た
比
較
的
雪
の
少
な
い
地
域
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
「
な
ぜ
柏
崎
市
が
雪
に
関
す
る
条
例

制
定
を
す
る
の
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
つ
方
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
市
は
４
４
２
・
７

平
方
キ
ロ
の
面
積
が
あ
り
、
市
街
地
の
あ
る
海
岸
部

の
少
雪
地
域
か
ら
、
中
山
間
地
の
豪
雪
地
域
ま
で
幅

広
い
気
候
分
布
で
、
冬
期
間
の
雪
処
理
は
生
活
や
経

済
活
動
な
ど
市
民
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
22
年
、23
年
と
２
年
連
続
の
豪
雪
（
図
―
１
）

で
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
、
自
力
で
の
雪

処
理
が
困
難
な
世
帯
や
空
き
家
の
増
加
、
長
引
く
景

気
の
低
迷
に
よ
る
道
路
除
雪
を
担
う
建
設
業
者
な
ど

の
経
営
環
境
の
悪
化
等
、
内
在
し
て
い
た
様
々
な
課

題
が
表
面
化
し
、
議
会
で
も
条
例
制
定
に
よ
る
こ
れ

ら
課
題
に
対
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
22
年
９
月
に
行
っ
た
「
柏
崎
市
第
四
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」
策
定
の
た
め
の
「
ま
ち
づ
く

り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、
施
策
の
重
要
度
と
し

て
除
雪
体
制
の
強
化
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
（
表
―
１
）、
雪
へ
の
課
題
に
対
す
る
総
合
的

な
施
策
を
進
め
る
た
め
「
柏
崎
市
雪
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

雪
対
策
と
い
う
と
「
道
路
除
雪
」
が
真
っ
先
に
思

い
浮
か
ぶ
こ
と
か
ら
、
道
路
管
理
担
当
の
都
市
整
備

部
維
持
管
理
課
が
主
体
で
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
な

「
柏
崎
市
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」に
つ
い
て

～
市
民
ぐ
る
み
で
つ
く
る
　
雪
に
強
い
ま
ち
　
か
し
わ
ざ
き
～

柏
崎
市
都
市
整
備
部
維
持
管
理
課

先進・ユニーク条例【解説】

少子高齢化、過疎化や空き家の増加などで
除雪が困難な状況が豪雪地域では大きな問
題になっている。柏崎市では雪への課題に
対する総合的な施策を進めるための条例を
制定した。

柏崎市

除排雪の様子
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り
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
条
例
制
定
に
向
け
作
業
に

着
手
し
ま
し
た
。
総
合
企
画
部
、
市
民
生
活
部
、
福

祉
保
健
部
、
消
防
本
部
、
都
市
整
備
部
な
ど
の
関
係

課
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
議
会
説
明
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
行
い
市
議
会
９
月
定
例
会
で

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

先進・ユニーク条例
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表－１　柏崎市の現状への満足度と今後の重要度についてのアンケート結果
（34施策の順位）

順　位 満足度上位14項目 満足度下位14項目 重要度上位14項目 重要度下位14項目

第１位 ガス、上下水道などの整備
状況 商業の振興 医療機関や医療体制の充実 国際理解・協力及び地域間

交流の推進

第２位 ごみ処理や3Rの推進状況 新規企業の誘致や雇用対策 原子力発電所の安全対策の
推進

生涯スポーツの推進・競技
スポーツの振興

第３位 消防や防災体制の状況 農林水産業の振興 除雪体制の強化 人権尊重や男女平等を目指
したまちづくりの推進

第４位 自然環境の保全 母子（父子）福祉サービス
の状況

高齢者福祉サービスと高齢
社会への対応 コミュニティ活動の推進

第５位 コミュニティ活動の推進状
況 工業の振興 病気予防や健康づくりの推

進
地域文化の継承と文化財の
保護や活用

第６位 公園やまちなみ・景観の整
備状況 市の行財政改革の推進 公共交通機関（鉄道や路線

バス等）の利便性 農林水産業の振興

第７位 河川や用排水路等の整備状
況

公共交通機関（鉄道や路線
バス等）の利便性 防犯体制の強化 生涯学習環境の整備

第８位 地域文化の継承と文化財の
保護や活用の状況

国際理解・協力及び地域間
交流の状況 新規企業の誘致や雇用対策 住民の参画によるまちづく

りの推進

第９位 道路交通網の整備状況 障害者福祉サービスの状況 学校教育の充実 情報通信サービスの充実

第10位 病気予防や健康づくりの推
進状況 観光産業の振興 障害者福祉サービスの充実 柏崎駅周辺の整備

第11位 学校教育の充実 少子対策と子育て支援サー
ビスの状況 消防や防災体制の状況 新エネルギーの利活用と省

エネルギーの推進

第12位 防犯体制状況 新エネルギーの利活用と省
エネルギーの推進

少子対策と子育て支援サー
ビスの状況

河川や用排水路等の整備状
況

第13位 生涯スポーツの推進・競技
スポーツの振興状況 柏崎駅周辺の整備状況 道路交通網の整備状況 母子（父子）福祉サービス

の状況

第14位 生涯学習環境の整備状況 除雪対策の状況 ごみ処理や3R（スリーアー
ル）の推進 観光産業の振興
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２
．
条
例
内
容
・
設
計
の
解
説

本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
柏
崎
市
第
四
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
基
本
理
念
「
好
き
で
す

　

輝
く
柏
崎
」
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の

住
む
ま
ち
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
将
来
に
向
か
っ

て
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
輝
き
に
満
ち
た
柏
崎
市

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
条
例

で
は
こ
の
基
本
理
念
に
沿
い
、「
市
民
ぐ
る
み
で
効

率
的
か
つ
秩
序
を
持
っ
て
雪
へ
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
互
い
の
協
力
に
よ
り
雪
を

克
服
し
、
降
雪
期
に
お
け
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
く

こ
と
」
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
第
１
条
の
「
目
的
」
か
ら
第
８
条
の

「
委
任
」
ま
で
で
構
成
さ
れ
、総
論
的
な
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
施
策
の
内
容
は
、第
５
条「
基

本
計
画
」
で
「
柏
崎
市
雪
対
策
基
本
計
画
」
を
定
め

る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
委
ね
る
構
成
と
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
期
間
は
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
の
５

年
間
と
し
、
５
年
毎
に
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
前
記
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
平
成
22

年
度
市
民
満
足
度
25
・
７
％
を
、
平
成
28
年
度
に

50
％
に
す
る
と
い
う
達
成
目
標
も
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
が
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
実
効
性
あ
る
重
要
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
条
例

同
様
、
議
会
説
明
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て

平
成
24
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
内
容
は
大
き
く

４
つ
の
項
目
に
分
類
し
構
成
し
て
あ
り
ま
す
の
で
以

下
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

①
降
雪
期
に
お
け
る
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保

地
方
都
市
で
あ
る
柏
崎
市
に
と
っ
て
、
道
路
交
通

の
確
保
は
市
民
生
活
・
産
業
活
動
・
防
災
面
な
ど
に

大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

な
除
雪
体
制
の
確
保
を
図
り
、
降
雪
期
に
お
け
る
円

滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

歩道除雪の状況 市街地での除雪状況

第１章 降雪期の円滑な道路交通の確保 

１ 除雪水準の向上 

２ 除雪体制の確保 

３ バス等公共交通の冬期安全運行対策の実施 

４ 道路の維持及び除雪の計画的な管理の調査・検討 

５ 効率的な除雪体制づくりの推進 
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②
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

安
全
な
生
活
道
路
や
歩
道
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
消
雪
パ
イ
プ
の
計
画
的
な
維
持
更
新
、
降

雪
期
間
の
生
活
確
保
が
困
難
な
世
帯
や
集
落
へ
の
支

援
の
拡
大
、
雪
に
強
い
住
宅
建
設
へ
の
支
援
に
よ
り

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

先進・ユニーク条例

第２章 雪に強いまちづくりの推進 

１ 安全な生活道路の整備の推進 

２ 冬期集落安全・安心確保対策事業の推進 

３ 歩道整備及び歩道除雪の推進 

４ 消雪パイプの計画的な維持管理の推進 

５ 宅地状況に配慮した建築の促進 

６ 克雪住宅促進への支援 

歩道のバリアフリー化（融雪式歩道）

自然落雪式屋根の住宅

消雪パイプの整備状況

冬期通学状況
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③
市
・
市
民
・
事
業
者
に
よ
る
協
働
の
推
進

市
・
市
民
・
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自

覚
し
、
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
市
は
市
民
等
の

主
体
的
か
つ
自
主
的
な
雪
処
理
に
対
す
る
支
援
策
を

講
じ
る
な
ど
、
降
雪
期
に
お
け
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
築

く
た
め
、協
働
に
よ
る
雪
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

④
豪
雪
時
に
お
け
る
対
応
と
体
制
の
確
立

豪
雪
時
や
豪
雪
災
害
時
に
お
い
て
も
、
よ

り
一
層
、
円
滑
な
組
織
的
で
充
実
し
た
対
応

と
体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

第３章 市・市民・事業者による協働の推進 

１ 雪処理のマナー向上に向けた取組み 

２ 市民相談への対応の取組み 

３ 地域ぐるみで助け合う(支え合う)体制づくり 

４ 高齢者等の要援護者世帯に対する支援 

５ 狭隘道路除雪への支援 

６ 除雪ボランティアの育成と支援 

７ 空き家等からの道路への落雪対策 

８ 事業者による除雪サービスの環境整備 

広報・ホームページによる情報提供 除雪ボランティア活動

第４章 豪雪時における対応と体制の確立 

１ 豪雪時における体制の確立 

２ 豪雪に伴う災害救助の実施 

４ 消防体制の確保 

３ 豪雪時（異常降雪時）における道路交通の確保 
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３
．
課
題
と
今
後
の
展
望

２
年
連
続
の
豪
雪
と
書
き
ま
し
た
が
、
平
成
24
年

も
１
月
～
２
月
に
か
け
て
昭
和
61
年
以
来
の
26
年
ぶ

り
の
豪
雪
に
な
り
ま
し
た
。
市
全
域
に
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
、
ま
さ
に
こ
の
条
例
・
基
本
計
画
が
必

要
と
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
条
例
制

定
か
ら
間
が
な
く
、
計
画
期
間
が
平
成
24
年
度
か
ら

で
施
策
の
予
算
措
置
が
不
十
分
な
た
め
計
画
通
り
と

な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
豪
雪
を
教
訓

に
、
各
部
署
で
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
展
開
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

財
政
難
が
続
く
当
市
に
と
っ
て
、
雪
対
策
に
か
け

る
予
算
措
置
が
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
い

か
に
市
民
の
皆
様
が
条
例
の
目
的
を
理
解
し
、協
働
・

共
助
の
精
神
で
雪
対
策
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け
る

か
、
Ｐ
Ｒ
も
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先進・ユニーク条例

豪雪による災害救助の様子 消防による消火栓点検
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